
　　　〇平成19年4月1日以降に取得した有形固定資産
　　　　・定額法による
　　　　・残存価額は0円(備忘価額1円)
　　　〇平成19年3月31日以前に取得した有形固定資産
　　　　・旧定額法による
　　　　・残存価額は取得価額の10％(備忘価額1円)
　　【無形固定資産(ソフトウェア)】
　　　　・定額法による

１．継続事業の前提に関する注記
　該当なし

２．重要な会計方針
　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法
　　・総平均法に基づく原価法により評価
　(2) 固定資産の減価償却の方法

　　　　・残存価額は0円
　　【リース資産(有形リース資産、無形リース資産)】
　　　○所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法による
　　　　・残存価額は0円(備忘価額1円)
　　　○所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　・リース期間を耐用年数とする定額法による
　　　　・残存価額は0円
　(3) 引当金の計上基準

　当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　　　当法人では社会福祉事業しか実施していないため作成していない。

　　　当法人では公益、収益事業を実施していないため作成していない。
　(5) 各拠点区分におけるサービス区分の内容
　　① 泉荘拠点区分

　　・退職給付引当金

　　　事業主負担金を毎月計上

３．重要な会計方針の変更
　該当なし

４．法人で採用する退職給付制度
　(1) 独立行政法人福祉医療機構　社会福祉施設職員等退職手当共済事業

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

　　　ア 養護老人ホーム泉荘
　　　イ デイサービスセンター泉荘
　　② 桜井荘拠点区分

別紙１

計算書類に対する注記

　　【有形固定資産(建物(基本財産)、建物、構築物、機械及び装置、車輌運搬具、器具及び備品)】

　　　社会福祉法人愛媛県社会福祉協議会の愛媛県民間社会福祉事業従事者退職共済支援事業の

　(2) 社会福祉法人愛媛県社会福祉協議会　愛媛県民間社会福祉事業従事者退職共済支援事業

　(1) 法人全体の計算書類(会計基準省令第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式)
　(2) 事業区分別内訳表(会計基準省令第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式)

　(3) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省第一号第三様式、第二号第三様式、第三号

　(4) 公益、収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準第一号第三様式、第二号第三様式、第三号
第三様式)

第三様式)



　　③ 日高荘拠点区分
　　　ア 特別養護老人ホーム日高荘
　　　イ 短期入所生活介護日高荘
　　④ 唐子荘拠点区分
　　　ア 特別養護老人ホーム唐子荘
　　　イ 短期入所生活介護唐子荘
　　　ウ デイサービスセンター唐子荘
　　　エ 今治市在宅介護支援センター唐子荘
　　　オ 居宅介護支援事業所唐子荘
　　⑤ 今治中央乳児保育所拠点区分
　　⑥ 今治北乳児保育所拠点区分
　　⑦ ひよこ園拠点区分
　　　ア 障害児通所支援事業ひよこ園(ひよこ園事業)
　　　イ 障害児通所支援事業ひよこ園(ひよこ学級)
　　　ウ 障害児通所支援事業ひよこ園(ほのぼの学級)
　　⑧ 今治育成園拠点区分
　　　ア 障害者支援施設今治育成園(施設入所支援)
　　　イ 障害者支援施設今治育成園(生活介護)
　　　ウ 短期入所今治育成園
　　　エ グループホーム今治育成園
　　⑨ 今治療護園拠点区分
　　　ア 障害者支援施設今治療護園(施設入所支援)
　　　イ 障害者支援施設今治療護園(生活介護)
　　　ウ 短期入所今治療護園
　　　エ 障害者支援施設今治療護園通所(生活介護)
　　　オ 障害者支援施設今治療護園通所(機能訓練)
　　⑩ 今ねっと拠点区分
　　　ア 障害者生活支援事業今ねっと
　　　イ 一般相談支援事業今ねっと
　　　ウ 特定相談支援事業今ねっと
　　　エ 障害児相談支援事業今ねっと
　　⑪ ときめき拠点区分
　　　ア 地域活動支援センターときめき
　　　イ 一般相談支援事業ときめき
　　　ウ 特定相談支援事業ときめき
　　⑫ のぞみ苑拠点区分
　　　ア 今治市障害者福祉センターのぞみ苑
　　　イ 小規模作業所のぞみ苑
　　⑬ 法人本部拠点区分

６．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
　土地(基) 219,096,641 6,260,659 6,260,659 219,096,641
　建物(基) 730,399,531 14,025,662 49,650,992 694,774,201
　定期預金(基) 1,000,000 0 0 1,000,000

合            計 950,496,172 20,286,321 55,911,651 914,870,842

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し
　該当なし



　担保している債務の種類及び金額は以下のとおりである。

　抵当権者は社会福祉・医療事業団(東京都港区虎ノ門四丁目3番13号)のみである。　　

９．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

設備資金借入金(1年以内返済予定額を含む)  　　3,100,000円
計　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　3,100,000円

８．担保に供している資産
　担保に供されている資産は以下のとおりである。

（単位：円）
取得価額 減価償却累計額 当期末残高

　土地(基) 219,096,641 0 219,096,641
　建物(基) 2,189,568,214 1,494,794,013 694,774,201
　定期預金(基) 1,000,000 0 1,000,000
　建物 42,427,974 36,956,038 5,471,936
　構築物 7,363,271 5,183,602 2,179,669
　機械及び装置 13,132,325 11,381,621 1,750,704
　車輌運搬具 92,865,357 80,281,731 12,583,626
　器具及び備品 356,951,799 305,657,093 51,294,706
　有形リース資産 2,624,760 349,968 2,274,792
　ソフトウェア 648,000 270,000 378,000
　無形リース資産 587,520 78,336 509,184
　投資有価証券 15,000 0 15,000
　差入保証金 180,000 0 180,000
　その他の固定資産 55,150 0 55,150

合            計 2,926,516,011 1,934,952,402 991,563,609

１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

（単位：円）
債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高
　該当なし

合            計

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

（単位：円）
種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

　該当なし
合            計

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は以下のとおりである。

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

建物(基本財産)  　　　　　　　　　　　 　　  68,658,802円
計　　　　　　　　　　　　　 　 　　　  68,658,802円



１２．関連当事者との取引の内容

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。
（単位：円）

法人 事業の 議決権 関係内容 取引の
取引金額 科目 期末残高

名称 は職業 割合 兼務等 の関係

種類 等の 住所 資産総額 内容又 の所有 役員の 事業上 内容

１３．重要な偶発債務
　該当なし

１４．重要な後発事象
　該当なし

　該当なし

１５．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び
純資産の状態を明らかにするために必要な事項
　該当なし

取引条件及び取引条件の決定方針等


